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現条件について書かれた Kuribayashi (1989) をまとめる。 
1.1. 対格のマーキング条件 
卒業論文では、対格のマーキング条件について述べた先行研究としてGöksel and Kerslake 






トルコ語の対格接尾辞は母音調和に従って -i, -ı, -u, -ü の 4つの形態をとり得る。また、母音の重複を
避けるため介入子音 -y が現れ得る。本研究では、対格接尾辞の代表形を -I として表記する。 
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表 1: 対格接辞の条件に関する先行研究のまとめ 
Göksel and Kerslake (2005) Dede (1986) Kuribayashi (1989) 
















以下では Kuribayashi (1989: 104-114) を要約する。 
非マーキング条件としては、目的語抱合 (object-incorporation; OI ) といわれる直接目的
語が動詞と不可分な構造が重要な関係を持っており、OI構造を持つ動詞と目的語の結合が
より強固になるほど対格 -Iは出現しにくくなる。Erguvanlı (1984: 23-24) は以下の OI構造
を持つ動詞句を取り上げた。 
グループ A  ders  çalış-「勉強する」, şarkı  söyle-「歌う」, yemek  yap-「料理する」 
授業 学ぶ                            歌       歌う                     食べ物  作る 
グループ B  günah  çıkar-「白状する」, göz kırp-「ウインクする」,  avuç  aç-「請う」 
罪         出す                             目   刈る                                     掌       開ける 
Erguvanlı (1984: 23-24) によればグループ Bのほうが明らかに語彙化されていると書か
れているものの、分類基準には言及していない。これに関して Kuribayashi (1989: 106) は
Erguvanlı (1984) の取り上げた OI構造に以下の 6 個の統語的変形テストを行った。すなわ
ち、①目的語の代名詞化、②Sと O の位置の入れ替え、③目的語の関係詞化、④動詞への
副詞の添加、⑤目的語への形容詞の添加、⑥強調の小辞 da の挿入 の 6つである。 
結果として、グループ Aに⑥の操作を行った場合のみ文が成立したが、他の場合はすべ





































対格のある目的語は 90 例、対格のないものは 62 例あった。以下、表 2 に、対格のあ
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る目的語 90 例の、各条件に合致した数を示す。表 2 の条件①～⑨は表 1 の縦軸の①～⑨
とそれぞれ対応する。一つの例文が複数の条件を満たす場合があるため、表 2 の各数字の
合計は 90 より多い。 
表 2: 対格のある目的語の調査結果 (新聞)  (全 90 例) 
条件 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
総数 23 28 49 6 30 1 27 27 7 
表 2 を見ると、③所属人称接尾辞の条件を満たしているものが 49 例と最も多い。反対
に、④総称、⑥指示詞の先行、⑨不定かつ指示的かつ有生の条件に合致しているものはそ
れぞれ 6 例、1 例、7 例と少なかった。条件①のみに合致する例は 5 例、②のみに合致す
る例は 1 例、③のみに合致する例は 4 例、④のみに合致する例は 2 例、⑤のみに合致す
る例は 5 例、⑥のみに合致する例は 1 例、⑦のみに合致する例は 0 例、⑧のみに合致す
る例は 2 例、⑨のみに合致する例は 3 例あった。 
以下に、対格付与の条件に多く一致している例を挙げる。対格の付与されている目的語
を囲み線で示す。 
(1) ...  şehid-in  yakın-lar-ı,  İpek'-in  tabut-u-nu  öp-tü. 
 殉職-GEN  親戚-PL-3SG.POSS   イペキ-GEN  棺桶-3SG.POSS-ACC  口づけをする-PAST 












条件②は多くの他の条件と共起していた。条件②のみに当てはまるものは 1 例だった。 
条件③は特に条件⑦、⑧と共起しやすい。条件⑧について、形動詞 -DIK2 が付与された





を満たす用例は 4 例と、他の条件と比較して多かった。 
条件④ は条件②、③と共起する例のみ確認できた。条件④ のみを満たす対格付与の例












しない例は 47 例あった。 
表 3: 対格のない目的語の調査結果 (全 13例)（新聞） 
条件 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
総数 0 1 3 2 3 0 1 4 0 
条件③、⑧に合致する例が比較的多い。例文を以下に示す。対格のない目的語を囲み文
字で示す。 
(2) Şehit  polis-ler      İsa     İpek        ile    Serdar      Kazar'-ın
殉職   警察官-PL   イサ   イペキ    と     セルダル カザル-GEN
silah-ların-da-ki            son    kurş-un  bit-en-e  kadar   çarpış-tığ-ı 
銃-3PL.POSS-LOC-ADJ   最後   弾-GEN    終わる-PTCP-DAT    まで   衝突する-PTCP-3SG.POSS 
orta-ya        çık-tı. 
中心-DAT   出る-PAST 
「殉職した警察官のイサ・イペキ氏とセルダル・カザル氏は、銃の最後の弾丸が尽き  












(3) kutsal    toprak-lar-a  git-me-ye         hak   kazan-an    vatandaş-lar-dan 
 神聖な  地-PL-DAT     行く-INF-DAT   権利  得る-PTCP  市民-PL-ABL 
30  bin  775-'i      erkek,  28  bin  425'-i        kadın-lar-dan  oluş-uyor. 
千    775-ACC  男性            千    425-ACC    女性-PL-ABL   構成する-PROG 
 「聖地巡礼の権利を得た市民のうち、3万 775 人が男性、2万 8425 人が女性である。」 
(http://www.zaman.com.tr/aile-saglik_kutsal-topraklara-yolculuk-basliyor_2311382.html ) 
例文(3) は聖地巡礼に行く権利を得た人についての新聞記事であり、目的語 “hak” 「権
利」は条件⑤ 以前に示唆を満たしていると考えられる。例文(3) で “hak” に対格がついて



























本稿では “ortaya çık-”、 “hak kazan-” がイディオム化している可能性を示した。イディ
オム化を調べる手段として、アクセントの調査と Kuribayashi (1989) の統語的変形テスト
の二つの方法が考えられる。発話の際のアクセントの位置を調査することで、二語として
発音されているのか、複合語として扱われているか3を判別できる。統語的変形テストにつ













- : 形態素境界/ 3 : 三人称/ ABL: 奪格/ ACC: 対格/ ADJ: 形容詞化/ DAT: 与格/ GEN: 属格/ INF: 
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3
 トルコ語の名詞と動詞からなる複合語は、アクセントが最初の語の音節に置かれる。 
 anlamış ol- 「理解してしまう」/ bitiriyor gözük- 「終わっているように見える」 
(Göksel and Kerslale 2005: 29 要約) 
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